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高事鱒ひどンうぶ跨 膿み農産をノ移り料理 !
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りの3 ~ 4 倍に及びます。皮の色は薄い黄
緑色、白いかすれたような模様が入り、ず

b

　　　 　　んぐりとした容姿で全体に黄色を帯びてか
ら食するが き ゅうり本来の香りと苦みが 農あります。
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★作り方★
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①きゅうりの皮をむき5 C m の輪切りにしてサツ ー

、 .昶も
　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　 とゆがきます。
②枝豆は薊で、豆を出しておきます。
③①、②をA で禰o分ほど煮て、 冷蔵庫で冷やし

てからいただきます。

○きゅうりのピリ辛妙め0

議難 ★作り方★
①きくらげはぬるま湯で戻し、大きい物は半分に切ります。
②きゅうりは皮を薄くむき、細い長めの乱きりにします。
③いかは胴と足に分けわたを取ります。胴は開いてたて2つに切り、

1 cm 幅に切ります。足は食べやすくバラバラに切ります。

★材料★
④中華鍋にサラダ油を熱し、いかを中火で妙め火が通ったら塩、 l

きゅうり.,,,,.………....,. 2 本
豆板醤を加えてサッと妙めます。

いか……….,.….….….,,,, 1 杯
⑤強火にしてすぐにきゅうりときくらげを加えて妙め、 きゅ 』

きくらげ (乾燥) …大さじ2 うりがアツアツになったら酒を加え、水分をとばすように き
豆板醤……………… 小さじ 1 妙めます。
酒…………………… 大さじ↑ ⑥仕上げに片栗粉をパラパラと全体【口ぶり入れ、妙め合わせます。
片栗粉……………… 2 つまみ *きゅうりは生で食べる印象があるかもしれませんが、妙め [
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こ
ん
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。
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と
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地域づくりインターンの会の学生と 三国けんさんや舞川るみさん
O B、O G も新しいはっぴを着て も踊りに加わり 北島さぷミ子さん商工会
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